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(57)【要約】
　本発明に係る方法は、シート向けディジタル多色印刷
機等における横方向位置設定を適正化するため、シート
送りベルト等の支持体にシートを付着させて複数個の印
刷ユニットに通す例えば電子写真方式の印刷プロセスで
実行される方法である。本発明に係る印刷機は、その実
施に適する印刷機である。本発明の目的は、シートの横
方向位置を簡便に検知、調整乃至保持する手段を提供す
ることにある。本発明によれば、シートが支持体に付着
していて後者に対する前者の位置が定まっていることを
利用し、シートの横方向相対位置を簡便且つ精密に検知
ひいては適正化することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シート向けディジタル多色印刷機等における横方向位置設定を適正化するため、シート
送りベルト等の支持体にシートを付着させて複数個の印刷ユニットに通す例えば電子写真
方式の印刷プロセスで実行される方法であって、
　上記支持体の横ぶれを検知してシートの横方向整列状態を調べることを特徴とする方法
。
【請求項２】
　請求項１記載の方法であって、送り方向と交差する方向に延びるよう且つ送り方向沿い
に間隔をとって２個形成した検知ゾーンにて、上記支持体の一側縁の横ぶれを検知するこ
とを特徴とする方法。
【請求項３】
　請求項１又は２記載の方法であって、その検知をラインセンサを用いて行うことを特徴
とする方法。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか一項記載の方法であって、横方向相対位置がより適正になる
よう支持体横ぶれ検知結果に応じ印刷ユニット内印刷位置を調整することを特徴とする方
法。
【請求項５】
　請求項４記載の方法であって、電子写真式印刷機にて実行される方法において、各光導
電体への成像を支持体横ぶれ検知結果に応じ且つ画素レベル位置精度で行うことを特徴と
する方法。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか一項記載の方法であって、印刷機を１回又は複数回試験稼働
させて上記支持体の横ぶれを検知し、横方向相対位置が適正且つ安定的に保持される最適
稼働条件を求めて設定することを特徴とする方法。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか一項記載の方法を実行可能な例えば電子写真方式の印刷機で
あって、付着例えば静電付着しているシートを印刷機内の一セクション又は複数セクショ
ンに送る支持体と、支持体によって送られてきたシートに印刷を施す複数個の印刷ユニッ
トと、を備える印刷機において、
　上記支持体の横ぶれを検知する検知素子を複数個備え、その検知結果に基づきシートの
横方向整列状態を調べることを特徴とする印刷機。
【請求項８】
　請求項７記載の印刷機であって、送り方向と交差する方向に延びるよう且つ送り方向沿
いに間隔をとって２個形成した検知ゾーン内に上記検知素子があり、それら検知素子を用
いて上記支持体の一側縁の横ぶれを検知することを特徴とする印刷機。
【請求項９】
　請求項７又は８記載の印刷機であって、上記検知素子がラインセンサであることを特徴
とする印刷機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シート向けディジタル多色印刷機等における横方向位置設定を適正化するた
め、シート送りベルト等の支持体にシートを付着させて複数個の印刷ユニットに通す例え
ば電子写真方式の印刷プロセスで実行される方法に関する。
【０００２】
　本発明は、また、本発明に係る方法を実行可能な例えば電子写真方式の印刷機であって
、付着例えば静電付着しているシートを印刷機内の一セクション又は複数セクションに送
る支持体と、支持体によって送られてきたシートに印刷を施す複数個の印刷ユニットと、
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を備える（ディジタル多色印刷が可能な）印刷機に関する。
【背景技術】
【０００３】
　毎回の印刷動作で正確に位置を合わせることは高画質印刷を実現する上でひときわ重要
なことであり、それを行えるか否かは印刷機品質の一指標となる。
【０００４】
　単色印刷ならばシート上の所期印刷位置例えばシート中央に印刷できればよいが、多色
印刷ともなると、異色成分色画像同士が正確に重なり合うよう印刷しないと、印刷で得ら
れる画像に変な色の縁取り等が現れてしまうので、正確な位置合わせが非常に重要になる
。例えば、ＬＥＤ書込ヘッド等を用い光導電体上に潜像を露光形成する電子写真式印刷機
の場合、送られてくる印刷対象シートに対し光導電体における潜像形成位置を精密に合わ
せる像位置合わせか、その印刷対象シートの送り先位置を十分正確に設定及び随時補正す
るシート位置合わせを実行して、画素レベル例えば４２．５μｍの精度で位置を合わせる
ことが求められる。ただ、シート位置の精密調整は一般に難しいので、露光位置調整の方
が望ましいであろう。
【０００５】
　いずれにせよ、正確な位置合わせを実現するには、印刷対象シートの位置又は（こちら
の方が間違いがないが）その変化傾向を検知しシートの相対位置を制御する必要がある。
シート相対位置を制御する際には、通例通りシート経路、シート位置、時刻等を調べ、使
用する印刷ドラムの円周方向に沿ったシート相対位置即ち送り方向位置を制御するほか、
シート横断方向に沿ったシート相対位置即ち横方向位置も調整する必要がある。
【０００６】
　オフセット印刷機におけるシート送りには、大抵、シートを捉えて送るシステムが用い
られる。例えばディジタル印刷機では、支持体例えばシート送りベルトにシートを載せ、
滑ってずれないよう好ましくはその全面に亘り支持体に静電付着させて、シートを送るこ
とが多い。そうした支持体例えば循環式のシート送りベルトは、通常はぴんと張った状態
で使用されるので位置的に割合安定であるが、全く位置ずれしないわけではなく、温度変
化、湿度変化等の天候変化によるねじれや、付着しているトナーの層厚ばらつきによるね
じれ等は生じうる。ねじれが発生すると、支持体に対するシートの横方向位置はたやすく
２００μｍ程も変化してしまう。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、シートの横方向整列状態を簡便に検知、調整乃至保持する手段を提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　このような目的を達成するため、本発明に係る方法においては、支持体の横ぶれを検知
してシートの横方向整列状態を調べる。
【０００９】
　本発明によれば、シートが支持体に付着していて後者に対する前者の位置が定まってい
ることを利用し、シートの横方向相対位置を簡便且つ精密に確認ひいては適正化すること
ができる。
【００１０】
　横方向相対位置を確認するには、例えば、送り方向と交差する方向に延びるよう且つ送
り方向沿いに間隔をとって検知ゾーンを２個形成しておき、それらの検知ゾーンにて支持
体の一側縁の横ぶれを検知すればよい。このようにすることで、送り方向交差方向におけ
る支持体のぶれ例えばねじれを察知し、その程度を精密に知ることができる。また、その
横ぶれ検知はラインセンサで行うことができる。例えば、支持体に何らかのマークを付し
てそれをセンサで検知するとよい。特に、支持体として透明なものを使用するとマークの
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検知に都合がよい。
【００１１】
　本発明に係る方法は、シート送り用の支持体の動きを調整し横方向位置を整えるという
形態でも、また横方向相対位置がより適正になるよう支持体横ぶれ検知結果に応じ印刷ユ
ニット内印刷位置を調整する形態でも、実施することができる。後者は、実施がかなり容
易で精度が高い点で優れている。例えば電子写真式印刷機でこれを実施する際には、各光
導電体への成像を支持体横ぶれ検知結果に応じ行うこと、即ち像位置合わせで、画素レベ
ルの位置精度を得ることができる。
【００１２】
　本発明に係る方法によれば、更に、単に上掲の調整を行えるにとどまらず、そうした調
整を例えば印刷ジョブ処理中に行うことや所定時間毎に繰り返し行うことができる。
【００１３】
　本発明に係る方法によれば、また、印刷機を１回又は複数回試験稼働させて支持体の横
ぶれを検知し、横方向相対位置が適正且つ安定的に保持される最適稼働条件を求めて設定
することができる。例えば、印刷機設置当初にこうした要領で設置作業を行うことにより
、シートの横方向相対位置の変動を将来に亘り最小限に抑えることができる。
【００１４】
　また、本発明に係る印刷機は、本発明に係る方法を実行可能な例えば電子写真方式の印
刷機、特に付着例えば静電付着しているシートを送る支持体と、支持体によって送られて
きたシートに印刷を施す複数個の印刷ユニットと、を備える（ディジタル多色印刷が可能
な）印刷機であり、支持体の横ぶれを検知する検知素子を複数個備え、その検知結果に基
づきシートの横方向整列状態を調べることを特徴とする。この印刷機によれば、本発明に
係る方法に関して上述したものと基本的に同じ効果が得られる。
【００１５】
　本発明に係る印刷機は、例えば、送り方向と交差する方向に延びるよう且つ送り方向沿
いに間隔をとって２個形成した検知ゾーン内に検知素子があり、それら検知素子を用いて
支持体の一側縁の横ぶれを検知する、という形態で実施することができる。その検知素子
は例えばラインセンサ、具体的にはカメラチップの一種として或いは遮光器として実現す
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、別紙図面を参照し本発明の一実施形態について、上記以外の事項も含めて説明す
る。本発明の技術的範囲を限定する意図はないので了解されたい。
【００１７】
　まず、本実施形態でシート送りに使用しているベルト１は閉じた循環型のベルトであり
、複数本の転向ローラ２によって曲げられつつ送り方向１３に沿って駆動されている。図
中の鎖線１２はベルト１の長手方向（送り方向）沿い中心線を表している。また、ベルト
１の上方には複数個の印刷ユニットが配置され、それらによって多色印刷機が構成されて
いる。図中の破線３はそれらのユニットの位置を表している。更に、ベルト１にはシート
４が載っている。シート４はベルト１に付着した状態で送り方向１３沿いに送られる。通
過先の印刷ユニット３ではそのシート４に印刷を施す。ラインセンサ５，６はベルト１の
一側縁の動きを検知するのに使用されている。
【００１８】
　こうした印刷機を稼働させると（或いはその設置作業の途上でさえも）シート送りベル
ト１の動きにねじれが発生することがある。図中、ねじれが生じたベルトを破線１’で、
またその中心線を１２’で、それぞれ表している。ラインセンサ５，６はこのねじれをベ
ルト横ぶれとして検知、計測する。例えば、センサ５が設けられているゾーンで横ぶれ７
が計測されているなら、印刷ユニット３が設けられている諸ゾーンではその横ぶれ７を逓
減した幅の横ぶれ８，９，１０，１１が発生しているはずである。その横ぶれ８，９，１
０，１１の幅はセンサ５，６を用いた計測の結果から計算できる。即ち、ベルト１，１’
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の一側縁を監視して検知したねじれ量から計算できる。そうして求めた横ぶれ幅は対応す
る印刷ユニット３における稼働時横方向位置誤差を表しているので、求めた横ぶれ幅に基
づき補償を行い以後の横方向位置誤差を抑えることができる。即ち、印刷ユニット内書込
ヘッドの横方向位置を画素レベル精度でずらし、ひいては画像印刷位置を位置４から位置
４’へのシート横ずれに応じてずらすことにより、位置１から位置１’へのベルトぶれを
打ち消し画像印刷エリアの位置を正確に保つことができる。こうしてセンサ５，６を用い
ベルト１の送りを監視することで、その結果に基づき（設置時その他の時点で）印刷機の
動作を調整し、ベルト１のねじれの影響を上首尾に抑制、排除乃至防止することができる
。
【００１９】
　また、本実施形態に係る印刷機の稼働形態は次のように説明することもできる。まず、
ＬＥＤ書込ヘッドの中心画素位置といった可調電子情報の調整によって横方向位置が適正
に調整されており、シート送りベルトの動線が図中実線１で示した位置になっている場合
、本来なら横方向位置誤差は０になるはずである。しかし、実際には印刷機温度、印刷先
シート４のトナー被覆率、単位面積当たりシート重量等に変化、変動乃至ばらつきが発生
し、ベルト１の送り方向乃至位置が例えば破線１’の位置にずれる結果、各印刷ユニット
乃至モジュール３によるシート４への印刷位置が初段から終段にかけて横方向にずれてい
ってしまう。ただ、最初に印刷される成分色の画像と、その後に印刷される他の成分色の
画像との間の横方向位置ずれは、どの回の印刷でもほとんど変わらない。また、図示しな
い装荷被着ステーションにてベルト１に静電付着した後初段の印刷ユニット３に送られる
経路で、シート４は僅かであれ必ず横方向にずれるものであるが、このずれは最終的に画
像の全幅に比してごく僅かなずれ（像対シートクロストラック）しかもたらさない第二義
的なものであり、横方向位置誤差に比して無視できる小ささである。従って、ベルト位置
検知用に２個設けられているセンサ５，６を用い、位置１から位置１’へのベルト位置変
化を検知、計測することができる。
【００２０】
　それらのセンサ５，６間の距離や印刷ユニット３間の距離は既知であるので、各成分色
に係る横ぶれ８～１１の幅をそれらに基づき計算して随時調整することが可能である。ま
た、その調整はどの色についても実施できる。絶対位置ベースで調整してもよいし、初段
印刷ユニット３（例えば黒色印刷用のユニット）に対する相対位置ベースで調整してもよ
い。更に、印刷機を設置する際に、所定刺激に対するベルト位置変化（対刺激感度）を計
測して校正を実施するとよい。対刺激感度がより低くなるよう校正を行っておけば、定期
調整なしでその刺激に関し印刷機稼働時に横方向整列状態を保つことができる。そして、
ベルト乃至その中心線の位置１，１’，１２，１２’を二個所で、即ち２個あるセンサ５
，６で計測しているので、印刷機内でベルト１が辿る経路を正確に特定することができる
。
【００２１】
　本発明に係る横方向位置調整は、印刷プロセス内初期制御乃至事後調整に該当する諸形
態のほか、自動調整に該当する諸手順でも実行できる。自動調整は例えば次のような形態
で実行するとよい：
　１．単一時点調整…この形態では、各印刷ジョブの開始時にベルト位置の校正を実施す
る。その後は、例えばその印刷機のオペレータが横方向位置の調整を行ったとき等にベル
ト位置を調べ、校正で得た基準ベルト位置と比較する。更に、それらの計測値の差に基づ
き幾何計算を行って横方向位置誤差を求める。求めた誤差が所定の大きさに達した場合、
書込ヘッドの中心画素位置を誤差相応の量だけ直ちに再調整することによって横方向位置
を調整し、調整後のベルト位置を新たな基準ベルト位置として保存する。なお、こうした
横方向位置調整は画素整数個毎、例えば４２．５μｍ単位でしか行えない。
　２．連続調整…この形態では、各印刷ジョブの実行中に、ベルト位置計測及び横方向位
置調整を所定周期で繰り返し実行する。
　３．サービスルーチンによる調整…この形態では、ベルト位置校正及び対応する横方向
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によって、印刷ジョブとは無関係に実行する。
【００２２】
　なお、形態１及び２を実行する際には、その印刷機のオペレータが横方向位置をマニュ
アル調整したときその調整を認識して反映させることが必要になる。そのため、それらの
形態による横方向位置調整を厳密な意味で自動化することは原理的に不可能であり、少な
くとも最初の１回はマニュアル調整として行わないと調整を首尾よく継続できない。
【００２３】
　また、湿度変化が第二義的であるのに対し温度変化は顕著な横方向位置ずれをもたらす
ものであるが、シート送りベルトフレームの下端支持部の位置を適宜微調整することによ
り、そうした温度変化に対しても印刷機を長期間に亘り不感にすることができる。更に、
この調整に前後して、印刷先シートへのトナー付着量が変化しても横方向整列状態が安定
に保たれるよう印刷機を調整することにより、印刷機を不感化して印刷に使用することが
でき、また環境検査室内の温度を長時間かけて人為的に変化させる処置が不要になる。
【００２４】
　その印刷プロセスは例えば次のように実行するとよい。まず、校正用の試験稼働を開始
させ、シート送りベルト１を数回空回りさせた後に印刷動作を２シーケンス実行する。そ
のうち第１シーケンスでは例えばベルト１を１０回転させ、それによって例えば１１０枚
のシートに少量のトナーで印刷を施す。第２シーケンスは第１シーケンス終了直後に実行
し、同じ枚数のシートに多量のトナーで印刷を施す。また、いずれのシーケンスでも、２
個設けられているセンサ５，６を用いてベルト１の位置を１回転毎に計測し、両センサ間
の計測結果差分を保存する。次いで、過渡現象の影響を排除するため、各シーケンスで得
られたデータから初期のデータと終期のデータを一点ずつ除外し、残ったデータの平均値
をシーケンス毎に計算して少量トナー時平均値及び多量トナー時平均値を求め、そしてそ
れら二種類の平均値間の差即ちトナー感度を求める。このトナー感度は理想状態で０にな
るべき数値であるので、温度やトナー付着量の変化に対しその印刷機における横方向整列
状態を不感にするのに必要なシート送りベルトフレーム支持部シフト量を、求めたトナー
感度に基づき精密に（例えば±１ｍｍの範囲内で０．２５４ｍｍ刻みで）求めることがで
きる。当該シフト量を求めたらそれに応じて支持部の位置を設定する。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の一実施形態に係る印刷機、特にそのシート送りベルトを模式的に示す平
面図である。
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